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「強い現場、弱い本部」改善I~選
済
て

露
経
舶

L
A
と
御

見
つ
か
れ
ば
そ
こ
へ
述
絡
、
分

か
ら
ね
ば
そ
の
問
題
情
報
を
全

国
の
現
婦
に
発
信
す
る
」

「
具
体
的
な
仕
様
さ
え
分
か

れ
ば
、
チ
ー
ム
で
動
く
日
本
の

設
計
現
場
や
生
産
現
場
の
プ
ロ

た
ち
は
、
次
々
と
良
い
知
恵
が

一
ず
、
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。
一
出
身
な
ど
の
ベ
テ
ラ
ン
相
政
員
一
わ
き
、
開
発
も
速
い
。
そ
れ
を

一
セ
ン
タ
ー
に
は
、
機
材
や
仕
組
一
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
常
駐
す
一
復
興
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

二
み
の
閥
発
・
調
述
・
迎
用
に
詳
一
る
。
個
々
の
限
閣
を
具
体
的
な
一
す
る
。
民
間
で
開
発
じ
た
復
顕

一
し
い
、
民
閥
の
技
術
・
製
造
・
一
機
能
や
制
約
条
件
に
落
と
し
込
一
用
の
機
材
は
、
闘
が
買
い
上
げ

l
l大
俊
災
、
原
発
事
故
か
た
。
日
本
の
現
場
の
強
さ
と
本
一

l
l例
え
ば
現
婦
は
ど
う
改
一
営
業
・
翻
迷
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
一
み
、

M
決
可
穏
な
開
発
現
場
が
一
て
も
よ
い
」

ら
2
カ
月
が
経
ち
ま
す
。
復
興
一
部
の
弱
さ
を
、
全
世
界
が
認
識
一
泊
で
き
ま
す
か
。
一

対一
A
経

費

け

♂

し

目

前

説

「

て

一

手

短

締

結

誠

一

「

省

庁

横

断

の

実

務

チ

I
ム
を
」

が
、
淑
者
の
聞
で
も
、
被
災
現
一
ど
う
改
告
す
べ
き
で
す
か
。
神
力
に
駆
り
ざ
る
を
得
な
い
。
一

場
、
原
発
事
故
現
揚
に
踏
み
と
一
「
商
い
組
織
力
を
維
持
し
て
-
し
か
し
長
期
臓
の
復
旧
、
復
興
一
|
|
本
部
は
ど
う
す
れ
ば
?

ど
ま
る
人
々
の
粘
り
と
洗
諮
さ
一
い
る
日
本
申
の
現
腸
の
力
を
一
一
で
は
、
知
砲
と
工
夫
と
人
工
物
一
「
環
溺
は
が
れ
き
の
撤
去
だ

は
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
、
官
一
回
活
用
す
る
こ
と
と
、
心
も
と
一
(
新
開
発
の
復
旧
繊
材
な
ど
)
↑
が
、
本
部
は
部
門
の
盛
の
撤
去

民
と
も
対
策
本
部
の
判
断
や
発
一
な
か
っ
た
本
部
の
失
地
回
復
が
一
が
必
要
に
な
る
。
広
域
に
分
散
一
が
急
務
だ
。
具
体
的
に
は
、
盛

衰
の
混
乱
は
低
い
評
価
だ
っ
↑
必
要
だ
」
一
し
た
東
北
の
復
興
現
場
と
全
国
一
要
な
復
興
テ
1
マ
ご
と
に
、
関

一
に
あ
る
有
能
な
も
の
づ
く
り
混
一
辿
官
庁
・
自
治
体
か
ら
実
務
担

一
場
を
結
び
、
膨
大
な
問
脳
群
の
一
当
者
を
集
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一
解
決
を
助
げ
る
に
は
、
ネ
ッ
ト
一
チ
l
ム
を
編
成
し
、
政
府
中
枢

一ワ
l
ク
型
組
織
が
有
効
だ
。
具
一
に
省
庁
横
断
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

一
体
的
に
は
、
現
場
開
で
の
問
題
一
組
織
を
早
急
に
作
る
べ
き
だ
。

一
情
報
と
解
決
案
悩
報
を
伸
介
す
一
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
製
品
開
発
組

一
る
窓
口
と
し
て
『
復
興
問
題
解
一
織
、
日
産
が
復
興
煽
に
使
っ
た

一
決
セ
ン
タ
ー
』
の
よ
う
な
働
所
-
部
門
械
断
チ
l
ム
、
英
国
内
閣

一
を
官
民
共
同
で
東
北
に
つ
く
る
一
府
の
プ
ロ
ラ
エ
ク
ト
制
な
ど
、

一
こ
と
を
提
探
し
た
い
」
一
成
功
例
は
多
い
」

一
|
|
何
を
す
る
の
で
す
か
ロ
一

l
l官
僚
組
織
で
う
ま
く
い

一
「
例
え
ば
、
陸
に
居
座
る
船
一
書
ま
す
か
。

一
を
海
に
戻
す
と
い
っ
た
問
題
一
「
省
庁
幹
部
聞
の
連
絡
会
だ

一
は
、
被
災
現
場
だ
げ
で
悩
ま
一
げ
で
は
だ
め
。
リ
ー
ダ
ー
も
メ

東
日
本
大
震
災
後
、
被
災
地
の
現
場
で
の
秩
序
縫
持
や
作
業
水
継
の

高
さ
は
際
だ
っ
た
が
、
司
令
塔
の
政
府
中
枢
の
も
た
つ
き
は
多
い
。
藤

本
隆
宏
・
東
京
大
学
大
学
院
教
授
が
、
も
の
づ
く
り
の
実
一
証
研
兜
か
ら

得
た
「
強
い
現
弱
、
弱
い
本
部
(
本
社
)
」
と
い
う
日
本
の
特
徴
は
、

銀
災
対
応
で
も
顕
者
だ
っ
た
ロ
今
後
、
ど
う
改
越
し
、
立
て
臨
す
か
を

聞
い
た
。

「
被
災
地
と
全
国
の
現
場
結
べ

東大大学院教授・藤本隆宏氏に聞く

東
大
経
演
学
部
事
、
内
年
三
菱

総
合
研
銘
記
間
入
社
1

ハ
ー
バ
ー
ド

大
研
宛
員
、
東
大
助
教
授
な
ど
を

経
て
、
東
大
大
学
院
教
授
。
似
年

か
ら
岡
大
も
の
づ
く
り
経
営
研
宛

セ
ン
タ
ー
長
。

ン
パ
ー
も
、
実
際
に
動
け
る
一
時
任
、
多
く
は
新
任
。
復
興
と

謀
長
や
線
長
補
佐
以
下
の
中
一
い
う
全
体
目
的
を
扱
磁
先
し
、

堅
、
若
手
を
集
め
る
。
一
部
は
一
省
益
と
い
う
恕
臓
は
捨
て
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
の
「
現
場
」
に

は
、
品
質
の
高
い
商
品
を
安
く
、
効
率
よ

く
つ
く
る
と
い
ヨ
普
逝
的
な
目
以
が
常
に

あ
る
。
戦
後
の
復
興
期
か
ら
高
度
成
長
期

に
か
り
で
、
日
本
の
組
織
は
「
本
部
(
本

社
)
」
が
明
郁
な
目
棋
を
定
め
、
現
場
は

目
標
に
向
か
っ
て
チ
1
ム
一
丸
と
な
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
が
欧
米
に
腐
を
並
べ
て
か
ら
は
日

本
企
業
の
「
本
部
」
は
ど
こ
へ
行
財
ば
い

い
の
か
と
い
う
一
戦
略
目
棋
が
定
め
ら
れ
な

く
な
っ
た
ロ

そ
の
結
果
、
一
部
の
傑
出
品
企
業
は
別
と

し
て
、
パ
ブ
ル
崩
壊
後
の
日
本
企
業
は

「
強
い
現
場
、
弱
い
本
部
」
巴
一
が
定
者
し

必
要
な
ら
規
則
の
墜
を
崩
し
て

で
も
案
を
出
せ
と
指
示
す
る
。

省
益
よ
り
国
益
と
考
え
る
中

堅
、
若
手
官
僚
は
少
な
く
な

1
l実
行
は
般
が
?

「
省
庁
縦
断
チ
l
ム
は
立
集

ま
で
ロ
実
行
ま
で
任
せ
る
と
、

従
来
の
縦
割
り
組
織
が
併
前
介

入
し
、
失
一
敗
し
や
す
い
。
各
チ

ー
ム
か
ら
復
興
採
が
出
で
き
た

ら
、
首
相
ら
ト
ッ
プ
が
個
々
に

検
討
、
決
定
し
、
実
行
は
担
当

省
に
指
示
す
る
。
省
庁
の
縦
訓

り
組
織
は
実
施
に
は
強
い
。
官

僚
批
判
だ
肢
で
は
復
興
は
成
ら

な
い
」
(
聞
き
手

孝
之
)

編
集
委
員
・
安
井

本部はピジョンを明確に
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